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Kunio NAKAJIMA• : Notes on the, Flora from Ryukyus (5) 

26). ヒレザンシヨウ （新産地） 本種カサこ東島に産することは知られていなかった。

1966 年 4 , 5月に南北両大東島で採集したので記録しておく。 川上浅蔵：大東島原始林

相(1933)にカイガンザンショウとあるものは本種をさす。 西浜良修氏はこの貴重な文

献をご提供下さった。
27). *'キナワマツバポタン （産地整理， Fig. 15, at type locality) 本種は沖縄本島

国頭の景勝地万座毛（マンザモウ）より記載された独特のマツバポタンである。 近年多

くの産地が知られてきたので． これを欧文欄に整理した。 形態 多年生小型草本． 全株

無毛， 多肉質。 高さ 5cm位． 茎は地を這い多数分岐． 長さ 2.5-17cm, 新枝は通常帯赤色

か明緑色， 古くなると灰褐色． 根茎は肥厚し径10mm以上にもなりもろい。 葉は卵状楕円

形か長楕円形． 短有柄か無柄， 長さ 2- 5 mm, 幅1- 2 mm. 花， 頂生単一． 径 8-24mm, 黄
色。 花弁6枚（スベリヒュ属の基本は5枚）．先は尖らず． 裏面中央は帯赤色。 早シベは

1個， 先端で (3-) 4 (- 5) 裂通常薄藤か淡黄緑色， 含シベ10-30個。種子， 黒

色， 光沢がある。 一果に 50-350個。花期 (3-) .. 5- 8 (-10) 月。

生育環境 沖縄群島では海岸に面した標高 3-30米の輝石安山岩（久米島）や石灰岩の

割目， 凹所などに生え． しばしば潮しぶきを冠ることがある。 沖縄本島の残波岬では海

岸から約 50米も離れた所に自生している。 本種は単独かソナレムグラ，ウコンイソマツ．

コウライシバ． ハマエノコロ． ハナカモノハシ， ハマゴウ，ミルスベリヒュ（白花品も），

• 明治山植物園 Meiji ・yama Botanical Garden (MEBG) , Kube, Okinawa
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